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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

果樹では原発事故後の降⾬により樹冠から流出した 137Cs で葉及び果実が汚染されることが懸
念された。本研究はカキにおける幹流⽔からの 137Cs の移⾏、幹流⽔への着⽣ゴケの影響調査を
⽬的とした。その結果、葉に付着した 137Cs 分配率は⽇数が経つと果実で増加した。また、着⽣
ゴケの有無が幹流⽔ 137Cs 濃度へ与える影響は⼩さかった。 
                                                

（１） 葉に 137Cs 液を塗布した新梢における果実、葉、枝への移⾏率は約 60％であった。また、塗
布後の⽇数が経過するほど果実への 137Cs 分配率が⾼い傾向があった（表１）。 

（２） 葉部で捉えた幹流⽔中 137Cs は年々減少している（図１）。 

（３） 着⽣ゴケ付き主幹樹⽪の 137Cs 濃度は、コケなし樹⽪の約 10 倍であった（図２）が、コケ
着⽣部と隣接部の幹流⽔中 137Cs 量は同程度で、着⽣ゴケ有無の影響は⼩さかった（図 3）。 

 
２ 期待される効果 

（１） 適期収穫の指導における補助資料となる。 

（２） カキ樹の幹流⽔中 137Cs 量を捉える際の捕集資材取り付け位置の判断資料となる。 

 
３ 活⽤上の留意点 

（１） ⾬⽔を介した 137Cs 移動量は低下している傾向であるが、地域やほ場における 137Cs 濃度の
動向には引き続き注意が必要である。 

  



 

Ⅱ 具体的データ等 
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表１ カキ（平核無）葉に塗布した 137Csの移行率と分配率（2019年） 

 
137Cs液塗布日：2019年10月21日 

＊：５％水準、＊＊：1％水準で有意差あり、n.s.は有意差なし 

分配率（％）

付着量
（Bq)

吸収量合
計

（Bq)

移行率
（％）

果実 葉 枝

15日 21.6 .8±3.4 63.8±15.50.4±2.042.3±1.3 7.4±1.3

32日 14.4 .3±3.3 57.6±22.77.1±4.917.9±5.6 4.9±0.8

t-検定 － n.s. n.s. ** ** *

無処理(参考) － 検出下限値以下

137Cs液
塗布後日数

 

図１ カキ「蜂屋」葉上 137Cs 捕集量の年次変化（降

水量補正） 

 
図２ カキ「蜂屋」主幹樹皮における着生ゴケの有無による

137Cs濃度（乾物重当たり）への影響 

※エラーバーは標準偏差 

＊＊:t検定1％水準で有意差あり 
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図３ カキ「蜂屋」及び「平核無」骨格枝のコケ着

生部とその隣接部における幹流水から捕集

された137Cs量（降水量補正） 
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